




2000年 度 の図書館 特別資料 としてオ ランダ語 の博物 学書4点 が購入 され 、
明治 大 学図 書館 の蔵 書 とな った。 これ らの書物 はいず れ も、近世 日本 の蘭
学者や 本草 学者た ちに よって利 用 され た ことが知 られ てい る。こ こで は、書
名 は知 られ てい る ものの利用 の実 態が知 られ るこ との少 な いハ ウ トイ ン著
『自然誌 』 を とりあげて、利 用 され た事実 の一端 を紹介 す る。ハ ウ トイ ン著
『自然 誌 』 の原題 は、Linnaeus,C./Houttuyn,M."NatuurlykeHistorie
ofuitoerigebeschryvingderdierel1,plantenenmineraalen,volgenshet
samenstelvandenheerLinnaeus."**であ る。 書名 を直 訳 すれ ば 『自然
誌 、ま たは リンネ氏 の体系 によ る動 物 ・植物 ・鉱 物 の詳 細 な記 述』 で ある
が、本稿 で は単 に 『自然誌 』 とす る。 またHouttuynは 近 世 日本 で は 「ボ
ツタイ ン」 と表記 され たが 、本 稿 では オ ランダ語 の発 音 に ちかい 「ハ ウ ト
イ ン」 とす る。
本 書 は 出版 業者 で あ った 著者 の父 に よって 、1761-1785年 に アム ステル
ダム で出版 され た。動 物部18巻18冊 ・植 物部14巻14冊 ・鉱 物部5巻5冊
の全37巻37冊 。 全巻 に挿入 され る挿 図(296図)は 銅版 画 に よる。 図 は手
彩色 され る もの と無 彩色 の もの とが あ るが、購 入 書 は手彩 色 図で あ る。本
書 は カール ・リンネ が生 物の二 分類 法 を確立 した後 、この分 類 法 に よる 自
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然諾 として ヨーロッパでももっとも成功 したといわれ る自然誌である。近
世後期の日本に輸入 され、蘭学者や本草学者たちによって盛んに利用 され
リンナウ ス リン ネ
た。完訳はない。 「林郷斯」「林梛氏」 として引用 されるものの多 くは、本
書か らの引用 あるいは本書を参考に した知見であることが多い。 ハ ウ ト
インの 『自然誌』は本草学者や蘭学者 にとって、座右の参考書のひとつで
あった。
以下に、私が知 り得た訳出あるいは引用 された例を紹介す るが、断片的
な記事 として引用 され参照 された例はこのほかにもまだまだあるはずであ
る。 その詳細は今後の研究によって さらに明 らかになるものと期待する。
1.ハ ウ トイ ン 『自然誌』 の来舶 と所蔵者
(A)ハ ウ トイ ン 『自然誌』がいっ 日本 に齎 されたかははっき りしない。
松田清氏によれ ば、平戸藩 主松浦静 山の 「平戸藩楽歳堂蔵書 目録 巻第十
五別録」に 「荷蘭陀本 証文一通附 三拾六巻」が記載 され、本書には寛政
元年(1789)9月3日 に長崎通詞紫筑善治郎(善 次郎)よ り入手 した 旨が付記
されているとい う。松田氏は、巻数から判断 して、これはハ ウ トイン 『リ
ンネ氏の体系による博物誌』の可能性があるとし、事実 とすれ ば、本書舶
載の早い例 として注 目すべきもの とい う(1)。
(B)天 保年間、富山藩主前田利保が福岡藩主黒 田斉清 と共同で 「蘭書 ノ




多川椿庵 ト云ヘル蘭学家ニテ舎密学二秀テタル人ア リケル ヲ、折々
'聰セ ラレテ其学ヲ勉強サ レケル
。故 二蘭書モ追々購求セラ レケル。
其後、旧幕 ノ奥医畑中善良、外二薩落 着将酋 トカ云ヘル仁モ折々召
サ レケル。就中、同席ニハ筑前博多公黒田備前侯 ト懇親セ ラレ、蘭
ママ
書 ノ林梛氏 トイ ヒル書 ヲ一部両公ニテ購求セラ レ、屡前後 ヲ操替熟
覧セ ラル 、事モア リ。尤、此書ニハ甚ダ勉励セラ レ該訳解数多祓葦
セラルレトモ、惜哉完全ナラス。又鞘節義葦未図解ノ訳書ヲ以、和
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漢ノ草木品類 二適 当セ ラレシ訳解モ許多ア レ トモ、真金 ク纏 りタル
見へ不 レハ、袈二其書 目ヲ洩 シヌ。
宇田川椿篭 『自叙年譜』(3)に は、天保八年五月朔 日 「為富山侯召請林
梛新書」 と、相帯が利保に招かれ て 「林梛新書」を講 じたことを記 して、
マ マ
上記の記事 を裏付 けている。利保は幕府医官畑 中善良、薩摩藩低 曽将酋(
昌道。 占春の男)を 招いて蘭書 を学んだ ともい う。
美濃大垣の蘭学者江馬活堂は天保14年 、大垣藩 の江戸詰医師に任ぜ ら
れ江戸に出た。 この時の記録が 『藤 渠漫筆』九編三に収め られ る 「東海紀
行」(4)で ある。 「東海紀行」には当時の江戸の本草学界の様子が描かれて
お り極めて興味深いが、ここでは略 さざるを得 ない。活堂は天保14(1843)
年6月6日 大垣 を出発。江戸 に到着すると、さっそ く坪井信道、宇田川棺
巷に招かれている。棺苓か らは 「黒 田楽書公に物産の会あ り出でて席 に陪
せ よ」 と勧め られ、福岡藩主黒 田斉清(楽 書堂)の 邸で開催 されていた本
草研究会に出席 した。その縁で同年閏9月9日 、当時悪化 していた黒 田斉
清の眼病 を診察 した。 この とき園中の草木を拝見 した後、黒田家家蔵の西
書や大境の磁石な どを見せ てもらった。 このなかに 『リンナウス』『ウエ
イ ンマ ン』等の珍書数部があったとい う。この とき活堂が見せ られた 『リ
ンナ,ウス』が、前 田利保 と共同で購入 したとい うハ ウ トイン 『自然誌』 と
考えられ る。 このときは黒 田の もとにあったのであろ う。 このハ ウ トイン
の図は無彩色であった(② を参照)。
(C)飯 沼慾斎の 「平林荘所蔵諸品 目録」(慶 応元年)に は蘭書 として 「リ
ンナユス ニ箱四十巻」が記載 され、本草書には 「林氏課稿 十 四冊/一 冊/
別二 目録小冊子一冊添」'と・あるのが、ハ ウ トイ ン 『自然誌』の原本 と慾斎
による訳稿 と考 えられ ている⑤。慾斎のイ・ウ トイン 『自然誌』入手の時
期 ・経路 とも不明で、現在 はこの原本 と訳稿の大部分は行方不明である。
(D)早 稲 田大学図書館洋学文庫の岡村氏1日蔵書の うちに、 「Linn6,Carl
von.``Natuurlykehistorieofuitvoerigebeschryvingderdieren,planten
enmineraalen,…."deek…2.,stuk8.10.Amsterdam,RHOUTTUYN,1777-
79」(宇 田川家 旧蔵)が ある。未見だが、 目録 によれ ば、stuk8.の 内容 は
「Dekruiden」,stuk10.は 「ditto.」とある。これはハ ウ トイ ン 『自然誌』
第2部(植 物部)の 第8巻(薬 草部)と 第10巻(同 上)に ほかならない。宇 田
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川家には もとも とこの2冊 だけが所蔵 されていたのか、37冊 すべて、ある
いは植物部の全巻14冊 が所蔵 されていたかは不明だが、少な くとも植物
部第8巻 と第10巻 の2冊 が所蔵 されていた ことは確かである。
このほかにも所蔵者はあっただろ うが未詳。
2.ハ ウ トイ ン 『自然誌』 の訳出 ・利用
以下に、近世 日本の本草学者や蘭学者が本書を利用 している例のいくつ
かを紹介す る。なお 、② ～⑧ についてはこれまで指摘 されていない。
①宇 田川 玄真 ・相応編 『遠西医方名物考』⑥(文 政5～8年 刊)。
本文巻19「 薩撒弗刺斯彬切 ス」の項 目の記述は主 としてハ ウ トイ ン 『自
然誌』のサッサフラス項 目(LaurusSassafras』.Deel,D.Stuk,pp.360-365)
に拠っている。ただ し、巻36『 名物図孜』にはミュンチング著 『植物の正
しい栽培』("WaareOe伍eningderPlanten."1672年、アムステル ダム刊
)の サ ッサフラス図(SassafrasArborFolioFiculnec)が 「薩撒弗刺斯サソサフ
ラス」 として収録 され ている(7)。
『遠西医方名物考』巻一の 「凡例(文 政5年)」 第8条 には 「西洋説 ヲ按
スルニ凡 ソ万物ノ地上二産スル者 ヲ分テ三類 トス。即チ動物。植物。山物
コ ト
金石掘レ騰 スナ リ是 ヲ造化 ノ三冨 ト謂フ。就中植物二於テハ古今 ノ名哲特 二
力 ヲ用 ヒテ其品類 ヲ研 究シ種族 ヲ分 ツコ ト極 メテ精霰ナ リ」 といい、続
リンナ むウ ス コ ト
けて7名 の西洋の植物分類学者 を挙げ、 「林 郷 愁。特 二其巨壁 タ リト云」
とリンネによる植物分類法 を説 く。 「学者先 ヅ斯 ノ如キー科 ノ学アル コ ト
ヨ ム コ イ ハ
ヲ知テ此篇 ヲ読二非 レバ草木 ノ形状 ヲ説 ク午至テ漢人未ダ言ザル異様 ノ名
目。怪 ミ疑 フベキ者ア リ」。すでに棺庵は旧来の本草学の研究方法を捨て、
ここに述べたよ うな西洋博物学の考え方に立ってお り、その大要を 『菩多
尼詞経』(8)に 述べた。以後、相応はこの考 え方に立って 『植学啓原』(天
保5年 刊)を 著 し、未完におわった 『動学啓原稿』(9)へ と研 究をすすめて
いる。
『遠西医方名物考』巻十六 「薩撒弗刺斯 羅」に付 され る棺庵の按文 に
リンナウ ス
は、 「林梛私西洋メノ名本草図説 ヲ考ルニ」あるいは 「林梛私 ノ説二」 として
う むウリ　 ル ア ル セム
ハ ウ トイ ンを引用す る。 このほか、本書では 「老 利児 蘭 ・亜爾鮮 蘭 ・
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ス カム モ ニ ウ ム コ ロ キイン ト




チユツシ ラ ゴ ア ル ニ カ
書」か らの転載は 「馳失刺護 ・亜児尼加」の2図 である。
② 栗本丹洲 『栗本酬 魚貝譜』(10)第4冊 「虎紅」の項(28ウ ～29オ)に 次
のような記事がみえる。
虎紅 蛮書中二此図ア リ。其図ヲ鑛メテ、コ、二抄図スルモノナ リ。
此蛮書ハ筑前ノ大守ヨ リ許借セラル所ナ リ。変名 、ロフ トア リ。銅
ママ ママ





丹洲は黒 田斉清から拝借 した蘭書 中に虎紅の図を見いだ した。蘭書では
「ロフ ト」の名の もとにこの魚の図(第28丁 裏～第29丁 表)が 載 るが、彩
色が無いため実際の色は不明 としている。丹洲は紫色 と黒色の淡彩 を施 し
て転写 している。
この記事から、文政年中には黒田斉清がハ ウ トイン 『自然誌』を所蔵 し
ていたこと、このハ ウ トインの銅版図には彩色がなされていなかった こと
が判明する。因に、⑥ 『勃斯 門西図』の図は彩色のあるハ ウ トイン原本 と
同 じ色で彩色 されているか ら、春晴の蔵書 とは別のハ ウ トイン原本 によっ
たことが明 らかである。
③ 『砂按子/蠣 蛸図説』(11)。本書は表紙に 「萬香文庫」の赤茶色の印
をもつ。また、版心下部に 「萬香亭」とある刷 り用箋を用いる。前 田利保
の 自筆本。内容はクモ類を中心 とした節足動物 の図説。巻末の識語 によれ
ば、本書は天保9(1838)年10月10日 に前田利保邸 を会場 にして催 された
本草研究会 「蒲鞭会」の記録である。参加者は前田利保(万 香亭)、 馬場大
助(資 生)、 田丸六蔵(寒 泉)、 佐橋兵三郎(四 季)、 東浜、武蔵孫左衛 門(石
寿)、 大坂屋四郎兵衛(清 雅)の7名 。
本文 中に薄葉紙に透 き写 しに した18図 が貼付 され る。 この うち 「カン
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キ ロイデス 羅旬/ジ ョル ピインス ピン 和蘭」 「ハ レナ リュム 羅旬/ワ ル
ビセ リュイス 和蘭」「レニホルメ 羅切/ラ ングゲアルムデ 和蘭」の3図
には 「林梛斯 図」の、他の6図 には 「蘭図」の注記がなされ 、これ ら9図
が蘭書所載の図を写 し取ったものであるこ とを明記す る。 「林梛斯図」 と
され る3図 がハ ウ トイ ン 『自然誌』動物部第13巻 に掲載され る図か ら転写
したものである。本書ではこの3図 だけに 「林梛斯図」の注記がな され、
他 の図の注記 は 「蘭図」とす る。本書ではハ ウ トイン 『自然誌』 を 「林梛
斯」として、他の蘭書(著 者書名 とも不明)と 区別 していることがわかる。
この3図 をハ ウ トインの原図に充てると以下である。 「カンキロイデス 羅
旬/シ ョル ピインスピン 和蘭」図二八 ウ トイ ン 「PLAATO./Fig.4」 、
「ハ レナ リュム 羅旬/ワ ル ビセ リュイス 和蘭」図=ハ ウ トイン 「PLAAT
σ./Fig.5」 、 「レニホル メ 羅旬/ラ ングゲアルムデ 和蘭」図=ハ ウ トイ
ン 「PLAAT・ α./Fig.1」 。折 り畳んで綴 じ込まれ る濃青色 の紙 には 「林
梛斯本草動物第六綱」 として蘭書 の翻訳 による リンネ式分類が示 され る
が、この記事はハ ウ トイン 『自然誌』本文の欄外に記 される分類 を訳出 し
た ものである。
④中得一訳 ・前田利保附考 『林梛氏訳 附考』(12)写 本1冊 。本書の蘭書
原本は未詳 とされてきたが、ハ ウ トイン 『自然誌』動物部の第1巻138頁
～500頁 と第2巻1頁 ～33頁(人 間の部分 と哺乳動物の一部)を 訳出したも
のである(図 は略 され る)。 『林螂氏訳 附考』がハ ウ トイ ン原著 の人種の
部分を中心 とす る訳出であることは、姥鞭会の 「軌則」(13)で あげ られて
いた研究課題 「人類」の研究 とかかわるのではないかと考 える。残念なが
転 今の ところ赤翻更会での 「人類」研 究の動機は不明であるが、その研究
内容は本書の記事 とかかわると考えられ る。天保期に 「人類 」とい うコ ト
バが使われてい る事実に驚 く。
文政11年3月 、長崎警護のため長崎戌営 を巡視 した第10代 福岡藩主黒
田斉清は、世子長搏を伴ってオランダ商館にシーボル トを尋ね、常々疑問
とする ところを質 した。通訳にあたった家臣安倍龍平(14)は その時の問答
を 『下問雑載』(15)と して記録 した。龍平は志築忠雄門下の蘭学者である。








昔時、長崎ニ オランオ ウー タング ヲ舶来セ リ。其趾五ツ、踵地二至
ラス。五指 ヲ曲ケテ地ヲ踏ム。其　三叉 ノ形チヲ印ス ト云 トキハ 、
ママ
前二山家駅 ノ怪モ此オ ランオ ウタング ノ足　二似 タリ。或ハ此モ ノ、
ママ
右 ノ如 キ怪 ヲ為スモノニアラスヤ。オランオ ウタング ノ性イカナル
モノソ。今云怪獣二似 タル コ トア リヤ。尚、其説ヲ聞ン。(下 線 は原
本では右傍線。以下同様。)
シーボル トは次のよ うに説き、斉清の語った奇獣の存在 を否定 して、世
の無学なる者 はかって見聞 したことのない事物に遇 うときは奇怪 として人
に語るものである と答えている。
貴邦、山家駅ノ怪獣ヲ示サル 、二云々、其足跡能 オウランウータング
ニ似 タ リト。オウランウータンク ハ、唯勃泥二産ス諸猿 ノ内、甚タ
人二近シ。オ ウランハ猶人 ト云力如ク、ウータンハ猶林 ト云力如シ。
二語合 シテ林人 ト云力如 シ。其形 、能人二類ス ト錐 トモ、諸猿二比
スレハ最モ無智ニシテ、怒気ナク又妊酷ナラス。故二屡、機辟二中
リ網署二死 ス。是等ノ怪異、必ス其所為二非サル コ ト明カナ リ。弓
弾丸ヲ辟ル コ トヲ得ンヤ。疑 うクハ 日本他ノー種 ノ者アツテ、是等
ノ怪異 ヲ顕 ス者ナランカ。予未タ曽テ之 ヲ見聞セ ス。然 レトモ、今
五大洲、更怪異ノ獣類 アル ヲ聞ス。且、窮理学者及本草家、親 ク其
怪異 ヲ目撃 スルモノナシ。 之二遇 フ所 ノ者ハ 田夫野人二過 キス。世
ノ怪事 アル時ハ、諸人妄二之 ヲ附益 シテ伝説ス。我和蘭国ニモ亦 、
是等 ノ流説多シ。然シ、之 ヲ探索スルニ、必ス所以ア リ。是皆奇怪
ノコ トニ非 ズシテ、更二理二違 フコ トナシ。
斉清はさらに、オランウータンについての知識を披露 した上で、オラン
ウー タンが勃泥(ボ ルネオ)に しか生息 しないとい う説の正否を質 した。
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聞ク、オ ウランウー タングハ特 リ勃泥ニアル ノ ミ、他産ナシ ト。実
二然ルヤ。嘗テ聞ケル コ トア リ。亜弗利加中 クイネヤ ノ地二最モ多
シ。土人此獣 ヲ捕得テ其家二蒙 ヒ、終 ニハ馴致シ、或ハ飯 ヲ炊 キ又
春 ク等ノコ トヲ習熟スルニ至ル。其駆使セラル 、コ ト奴僕 ノ如シ ト
云。ボイス人名ノ書中二人 ノ作業ヲ学 ヒ得ル コ トヲ云モ ノ、豊是類力。
又聞ク。梯郎察王二異物ヲ献ス。形チ人 ノ如 クシテ、唯語ル コ トア
タハサル ノミ。是ヲサデイル ト云 リ。此他ニモ聞ク所ア レ トモ一々
挙ル二連ア ラス。此数説 アル トキハ勃泥ノ ミニ限ル ト云カタシ。
以下の問答は略すが、安倍龍平の割註に 「ヒス トー リー ヘ シケ レノー ヒ
ンギ テル レイセ ン云全世界ノコ トヲ記セシ書 ノ第七冊二亜 フリカ中アン
ゴラノ條二八 ヒヤーンノ図 ヲ出スヲミル。シーボル トノ説二異ナルニ似タ
リ」といい、この書の付図 ヲ模写 している。第45丁 表の上欄の註 「リン
ネ ウス本草云アル ピセ山辺 ノ婦人頸下に胡ア リト云、又人ニシテ頭上角ア
リ ト云」はハ ウ トイ ン 『自然誌』第1巻155頁 によっている。別の割註の
末尾 にも 「リンネ ウス本草ニモ出」とい うから、龍平はハ ウ トインも見て
いた らしい。
斉清 は寛政年 間に長崎 に齎 されたオラン ウー タンの剥製を入手 してい
る。 オランウータンへの興味は寛政頃か ら続いている。 よほ ど、オラン
ウータンに興味を引かれた らしい。
⑤ 『林梛斯十一篇』『林梛新築十二篇』『林梛斯第十七章』。写本1冊(
他の翻訳 と合冊)。 国立公文書館 内閣文庫蔵 『文鳳堂雑纂 外鴎 巻之六十
九』(16)の 第97丁 ～第179丁 に収 められる。『林螂斯十一篇』(第97丁 ～
第120。 全24丁 。丁付な し)の 内容は犬類の記述。『林梛新館十二篇』(第
121丁 ～第158丁 。全38丁 。一～滑八の丁付あ り)は 猫類。『林螂斯第十七
章』(第159丁 ～第179丁 。全20丁 。丁付な し)は 熊類 と猪の晶部。
熊の記述に引き続いて、第178丁 表の第5行 目に2字 下げで 「第十八章 猪
の種類 中にも野生家生の者 、支那猪 『グユイネヤ』アメリカの 『ミユスク
スゼエイ ン』東 印度の 『ホールンハル ケン』『バベイ ロウツサ』 と名け し
者等、此書中に属す(下 略)」 として猪の記述が始められている。 この猪
「VARKENS」 に関する記述 は 「此獣の 目徴 を挙 く」(第179丁 表第3行 目
)と したまま、以下余 白となっている。猪の記述はハ ウ トイ ンでは熊に統
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いて第2巻248頁 か らは じまるから、この最初の部分を訳 しかかったとこ
ろで中断 していることにな る。 これは筆写の際に中断 され たのか、訳 出
その ものがここまでで終わっていたのかは不明である。また、犬類 ・猫類
と熊類の問にある 「λy.FRETTEN.(フ ェレッ ト)」(147頁 ～166頁)と
DM.WEZELEN.(イ タチ)」(167頁 ～212頁)の 項が訳されなかった理 由
は未詳。
『林梛斯十一篇』『林梛斯第十二篇』『林梛斯第十七章』はそれ ぞれハ
ウ トイ ン 『自然誌』では第2巻33頁 ～95頁 「Xπ.HONDEN.」 、第2巻95
頁～147頁 「却レ.KATTEN」 、第2巻212頁 ～247頁 「盟,BEEREN.」
に相 当する。 「十一篇」「第十二篇」は 「第十三篇」 「第十四篇」 とす るの
が正 しいはずである。また、原書では 「篇」・と 「章」はどちらもローマ数
字で表記 されている。あえて 「篇」と 「章」 と訳 し分 けたのは訳者 の判断
によるのだろ うが、理由は不明。あるいは本書は未定稿 であって、いずれ
どち らかに統一す る予定だったのかもしれない。 中得一訳'『林梛氏訳 附
考』では特 に章節の言葉 を用いずに 「～ ノ種類ヲ説 ク」とし、そのなかを
「第～種」 と区別 している。
また、『林梛氏訳 附考』は第1巻 「1」か ら第2巻 「M」 「ROBBEN」 ま
での訳であったか ら、本書はちょうどその続 きに当た ることになる。
『林梛斯十一篇』の巻頭を引用す る。
林郷斯十一篇 諸犬 ノ種類ヲ記ス。 「ホンデ ン」 蘭 狼 狐 其官此類ノ獣
此中二在 リ。 ○ 其目徴、其性質、其種類許多アルコ ト、井二宮ノ地
方ニアル 「ヰル ホンデ ン」野心義、 「ヘイアナ」及 「ヤツクハルセ ン」
印度ノ獣名ノ性 等、此中二載ス
以下、 「諸犬名義 ノ原 ヲ説 ク/諸 犬の処位 を説 く/『 林』説の 目徴ヲ挙
く」 と犬類の総論 を述べ、 「種族 を挙 く」 として 「第一種～第七種」につ
いて述べ る。
同 じ原書からの訳出だか ら当然ではあるが、④ 『林梛氏訳 附考』の記
述 と極めて似 ている。両者で重なる訳出はないから、比較のため、⑤ には
訳 されていない 『林梛氏訳 附考』第十一篇の冒頭 を引用する。
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第 十一 篇
「ロ ッベ ン」 ノ種類鮫ノ類ヲ記ス ○ 「ゼ ーべ 一 レン」礁ノ義 「ゼ ー レー ウ
ウェン」海師ノ義 「ワル リュスセ ン」焔ノ名 「ゼ ーカルヘ ン」髄 牛礒 「ゼー
ホ ンデ ンJ勧 ノ義等 此 中 二属 ス
以下、「『ロッベン』 ノ名義 ヲ説 ク/『 林梛氏』 ノ説 二拠テ 『ロッベ ン』
ノ目徴 ヲ挙グ/『 ロッベ ン』ノ種類 ヲ記ス」として、「第一種～第四種」を
説 き、「『ロッベ ン』 ノ類種々有 コ トヲ説 ク」のもと四種 の 「ロッベ ン」の
説 明、 さらに 「此獣 ノ教訓セ ラルヘキ事 ヲ説 ク/此 獣 トシテハ人魚 ト見
ユル コ ト有 ヲ記ス/『 ゼーカルフ』ノ身体形質ヲ説ク第十一協廻ノモノ/『 ゼー
ホン ド』 ノ書記第十一板第六図ノモノ/諸 『ロッベ ン』 ノ生活 ノ状 ヲ説 ク」の項 目
が続 く。
両者 とも原書にある項 目をそのままに訳出 している(後 半部分の内容の
違いはハ ウ トイ ンの記述のまま)。 同一原書の訳 とはいえ、訳語 ・記述の
構成などこれ だけ訳文が酷似 していることを考慮す ると、本書もまた④ と
同様に前 田利保の命による中得一の訳出か と推測 したい。
傍証 として、犬の種類 をあげた本文 の上欄 に朱筆で11種 の和名 が記 さ
れ てお り、「以上十一族狗楽書老僕所 考」の朱筆がある。 この朱筆は、利
保 がハ ウ トイン原本 を共同で所蔵 していた黒 田斉清(楽 善老侯)の 意見 を
得て、利保 自身かあるいは中得一が注記 した ものではなかったか。仮説 を
記 して後 の研究にまちたい。
本文中には 「醍 山」の按文がみえ、『林梛斯第十二篇』の末尾 には 「嘉
永四亥年十一月十四 日写成 龍山」(嘉 永4年 は1851年)と ある。 「龍山按、
ドグ、漢訳禿欺歎」、 「龍 山按 、マホメッ ト、漢訳護牢蕎徳 、或宇摩恰黙、
即回々祖 師ナ リ」、「エイ キホール ン、栗鼠ナ リ、一名 シユ リカツ ト」など
の按文か ら判断すれば、綻山は漢訳西洋書によって西洋に関す る知識を持
ち合わせている。綻山は漢学者で、綻 山の号をもつ原 田端太夫(名 は正巽、
字子正)で あろ う。醗山には読本 『通俗後西遊記』の著書がある。佐藤平
三郎の 『奇獣考』に和漢 の諸書 を引用 して補筆 した 「奇獣考附録」(17)の
著:もあ り、獣類に深い関心をもっていたよ うである。綻山は 『林郷斯十一
篇』『林梛斯第十二篇』『林梛斯第十七章』 を単に筆写 しただ けではな く、
内容 についてもかな りゐ興味をもっていた ことが窺 える。
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⑥訳者未詳 『林妨私嚥乳動物篇』(18)写本1冊(全16丁)。 表紙には 「未
定稿本」の墨書があ る(本 書は原本未見のため複写本によった)。 内容か
ら、奉書が④ 『林梛氏訳 附考』と同一原本であるハ ウ トイン 『自然誌』動
物部の第1巻 「VANDENMENSCH。 」(人 について)の 翻訳であることは
明 白である。冒頭 を引用す る。
夫 レ人ハ諸獣 ノ長ニシテ、其第一位 ヲ領ス。何者体質足 ラサル所
無ク、万々他物之及フ可ラサル所ナ リ。実二獣中ノ君ナルカ故二、之
ヲ貴重 シテ獣王 ト称シ、 「ヘブ レウ」ニハ之 ヲ語獣 ト名ケ、「エケー
イプ」ノ法徒ハ拝敬ス可ク、且ツ驚骸 ス可キ獣 ト名 ケ、 「ア リス トレ
ス」ニハ政獣 ト名 ケ、「シセロ」ニハ明理溶知 ノ神獣 ト名 ク。 「メン
ス」即チ人也ト云フ語ハ、往古ノ 「サ キシイセ」語 ノ 「マアナ ン」 ト云
語 ヨリ出テ、「マ ン」 ト云フ語 ト同義 ニシテ、知覚辮明思慮ナ ド、云
意ヲ含 ミ、「ギ リィキセ」ノ 「メノス」及 ヒ 「ラテ ン」 ノ 「メンス」
ト其義同シ。(下 略)
上記のよ うな人類の概説に続いて、 「アメ リカ人 ・エ フロツ八人 ・アジ
ヤ人 ・アフ リカ人」、 さらに肥満体 ・小人 ・両身相接 の女子等いわゆる奇
形について述べている。
『林螂氏訳 附考』④ でもハ ウ トイ ンの同一部分が訳 出されてい るが、
訳文は異なってお り、同一の訳者 によるもの とは思われ ない。『林妨私嚥
乳動物篇』⑥ は何者かが、『林螂氏訳 附考』 とは全 く別に、人 の部分だけ
を訳出 した ものであろ う。比較のため、『林梛氏訳 附考』か ら同一部分 を
引 く。
人ハ万生 ノ長 タル ヲ論ス
人タル者ハ実二第一 目ノ動物ノ首二位スル者ナ リ。其身体ノ生質 ノ具
足スル コ トハ諸獣 トヒ トシクシテ、、其威 ノ諸獣二及フコ トハ諸獣 ノ
ヘブレ　 ウ
王 ト尊称スヘ キ者ナ レハナ リ。 ○ 「批武例」地名二於テ修辞スル時
エヂイブチヤ
ハ、 「スプ レーケ ン ドヂー ル」 ト名 ク豊浦語スル渤 ノ義又 タ 「晦 日多」眺 ノ
ア リス ト　テレス
僧 徒 ハ是 ヲ 「アー ン ビッテ レイ キ」拝スヘキ渤 ノ義ト称 ス。 ○ 「軋 斯通 哲
氏」人名ハ是 号 シテ 「ス ター トキュ ンヂフヂ ール 」治国平天下ノ術アル渤 ノ義ト云
シ ヒ ロ
フ。 又 「思 示噌 」人名ハ 「ゴツデ レイキ ヂール ポル ハ ン レーデ ンエ ン
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ウヲー ル デー ル」理ト跡 ヲ具足スル神獣礒 ト尊称 スル 。 ○ 「メンス」 ト云 フ
モ トイニシヘ サ キ セ
辞、又 タ 「マン」 ト云フ辞ハ本 古 ノ 「沙項泥亜」酩ノ古語 「マナ
ン」 ト云フ ヨリ原キ来タル辞 ト見ユ。此ノ 「マナン」 ト云フ辞ハ知覚
イ キ リ ス
思慮考案等 ノ義 ヲ示メス者ニシテ 「諸厄利亜」醜語 ノ 「メノス」及
ヒ 「羅旬」語 ノ 「メンス」 ト同シ。此 「メンス」 ト云フ辞ハ知慧 ノ
義ナ リ。(下 略)
因に、本書の表題 とされている 「嚥乳動物」は リンネ分類法による動物の
第一綱で、オランダ語 では 「EERSTEKLASSE.MAMMALIAZOOGEN-
DEDIEREN.」(ハ ウ トイン 『自然誌 』動物部第1巻)と 書かれ、今 日で
は哺乳類の訳語が用い られてい る。
「哺乳動物」は宇 田川棺庵 の訳語で、棺庵 の未定稿 『動物啓原稿』の中
ママ
にみえてい る。同書の 「林氏内蔵 二従テ動物ヲ分ツ」の分類表で、「心(臓
)」が 「有画室両耳/温 紅血」で 「胎生」す るものを 「哺乳動物」とす る。
この訳語が明治期 に定着 し、今 日にいたるまで用いられているのである。
④ 『林梛氏訳 附考』では 「一綱 アムマ リや羅切 ソーゲン デヂー レン穂乳
育動物」 とし、 「乳育動物」の訳語 を充てる。⑥ 『林妨私嚥乳動物篇』は
ハ ウ トインの動物分類 の細 目は略 しているが、表題 に 「嚥乳動物」の語 を
充てたのである。
⑦ 『勃斯門西図説』(19)彩色図説1枚(枠 内:縦25,7× 横38.3cm。 図は手
写、解説文 は刷 り)。高知県立牧野植物園蔵。 「勃斯門西図」の表題の もと、
薄様紙にオラウータンの図を透き写 しにしたものを貼付 し、解説 を加えてい
る。この図(口 絵1)は ハ ウ トイ ン 『自然誌』動物部第1巻 の挿入図PLAAT
リ ン ネ ウ ス
V(口 絵2)を 透 き写 しに した もの で あ る。 また 、解説 文 の 「利 護 匿 無期 所





hebgevoegd.(下 略)」 を訳 した もので あ る。
図の 表題 にあ る 「勃 斯 門西(ボ スメ以)」 は上記 の蘭文 中に あ る 「BOSCH-
MENSCH」 の発音 を漢 字 に充 て たの であ る。 オ ラン ウー タ ン とはい って
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も、ハ ウ トインも現実には見たことがなかった らしく、想像 によって描 か
れた猿人である。
図の下部 に 「Doormoto:mitihee.」 とある。 これによって、本図は本岐
道平(も とき ・みちへい)の 模写に よるものであることが知 られる。山本
ママ
公簡 による本図説の 「甲午(天 保5)年 春正月」識語に 「友人本木道平、頃
日観蘭書本草、使其養子如蘭以国字訳林人一條。又請子以漢文写之」と本
図説 の成立について記す。 これ によれ ば、近 ごろ本岐道平が 「蘭書本草」
を観 て、このなかか ら 「林人」の一條を養子の如蘭に翻訳 させた。これ を
山本公簡が漢文に直 したのがこの解説文である。
本岐道平は幕府の御徒であった(20)。天保10年 には養子栄作(英 作とも。
如蘭 と号す)に 譲 って隠居の身であった。山本の識語に、「道平好事而多薬
入也 、於西洋奇器最得真理　」 とい う。道平については、高野長英 ・小関
三英 について蘭学を学び、渡辺畢 山とも知己であったらしい こと、天保10
年1月 か ら2月 にかけて江川英竜の江戸湾備場見分に随行 したこと、蛮社
の獄 に連座 して洋式鉄砲の修理 ・鋳造の廉で押込めの処分を受けたことの
ほか、知 られ るところは少なかった。本 図説 は道平の 「好事多藝」ぶ りの
一端 を示す もの といえよ う。 同識語 には道平の養子如蘭について 「如蘭、
本長崎通士猪氏之子、今以医為業、於西洋医術殊得其妙　」 とい う。 この
記事 によって、如蘭 は長崎通詞猪俣氏の子で本岐道平の養子 とな り、西洋
医学 に秀で医を業 としたことが明 らかになった。実父猪俣氏 は文政12年
シー ボル ト事件に連座 して獄 中に没 した猪俣源三郎か。源三郎は馬場為八
郎の娘を癸ってお り、語学の天才 といわれた長崎通詞出身の天文方蕃書和
解御用 ・馬場佐十郎の義弟 にあたる。また、蘭方医伊東玄朴は源三郎の父
伝次衛門の門人で源三郎の娘 を婆 って一時猪俣氏の養子であった とい う。
このよ うに、如蘭の周 囲には優秀な蘭学者た ちがいた。
海外か ら長崎へ齎 された鳥獣を描いた 『唐蘭船持渡鳥獣之図』(21)に 寛
政4年(1792)と 同12年(1800)に 渡来 したオランウータンの図が載 る。い
ずれ も長崎で死亡 した。
大槻玄沢は長崎か ら通報 され た 『唐:蘭船持渡鳥獣之図』を もとに、『蘭
碗摘芳』(22)巻 之三に両年渡来の2頭 のオランウータンについて記す。記
事中に、かつてボルネオ島に在住 しオランウータンの 自生地を遍歴 したと
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オ ラン ウ ウ タン
い う日本人商人の話を紹介 し、寛政12年 の 「阿郎烏烏 当写真図」 を付す。
この人類に似た体型をもつオランウータンは、人 と同様の運動機能 と理解
力をもち、人語 を解 し、人 と同様の情感を示す とい う。 「剥皮の全 ては一
侯家の蔵 と為 る。余も亦親視す」 と付記 している。森 島中良の 『借字帖』
(23)第1冊 には 『唐蘭船持渡鳥獣之図』『蘭碗摘芳』 と同 じ図柄 の 「ヲー
ランウータンノ図(彩 色)/寛 政十二庚 申夏 出所西印度アンゴラ」が貼 り込ま
れてお り、 「山男 長崎ニテ死ス、全剥 ノ物、薩州老僕二在」 と付記す る。
寛政12年 に齎 されたオ ランウータンは剥製 にされて黒 田斉清(楽 書堂)の
所蔵す るところとなったのである。斉清所蔵の ものか どうかは不明だが、
オランウータンの剥製は天保9年 に江戸浅草大吉屋で開催 された福井春水
主催の虫干薬 品会に出品 された。出品物 を解説 した一枚刷 り(24)に は 「山
審 理々の属 変名ヲランウー タン/去 ル寛政年間に舶来す。其後死す。
よく人語を解 し、また人是を見る時ハみつから手を以て其陰を掩ふ とそ」
とい う。雌のオランウータンが恥 じらいの仕草をみせ るとい う説は、西洋
の博物学書に記述 され る俗説によってい る。
オランウー タンに、当時の人々は大 きな興味 をそそ られたに相違 ない。
本図は④ 『林梛氏訳 附考』 とともに、当時の本草学者 の研究成果の一つ
であった。
⑧ 『林梛氏動物図』(25)写 本1冊(15丁)。 書名 は題簸による。題簸には
書名 の下に 「単」 とある。扉 に 「林郷民図譜/丹 波氏蔵」 とあるか ら、本
書の編者は丹波修治であろ う。薄葉紙に動物 図が透き写 しによって模写 さ
れている。典拠 とした書名にはふれていないが、ハ ウ トイン 『自然誌』か
らの模写である。動物名は記 されず、ときに図版番号が示 され るだけで あ
る。以下の動物名は筆者が仮に付けたものなので誤 りがあるかもしれない。
[以下はハ ウ トイン 『自然誌』第6巻 よ り]。
アンコウ(1オ)=「PLAAT∬4.Fig.3」 、シュモ クザメ ・エイ(1ウ)=「
PLAAT∬4./Fig.1,Fig.2」 、蛇(2オ)=「PLAAT加4Fig.1,Fig.4,Fig.5
」、蛇(2ウ)ニ 「PLAAT五y./Fig.2,Fig.3,Fig。6」 、イグアナ(3オ)=「
PLAAT五 π./Fig.2,Fig.3,Fig.4,Fig.7」 、イ グアナ(3ウ)=「PLAAT工 ∬./
Fig.1,Fig.5,Fig.6,Fig.8」 、蛇(4オ)=「PLAAT五1γ./Fig.2」 、蛇(4ウ)=





Fig.5,Fig.7」 、 イ グア ナ(6ウ)=「PLAAT五τ./Fig.2,Fig.4,Fig.6,Fig.8」 、
トビ トカゲ ・カ メ(7オ)=「PLAATL./Fig.2,Fig.3,Fig,5」、 トビ トカゲ ・
カ メ(7ウ)=「PLAATL./Fig.1,Fig.4」。
[以下 は第1巻 よ り]
ア リクイ(8オ)=「PLAATx./Fig.1,Fig.2」。(第8丁 裏 は墨付 き無 し)。
ナマ ケモ ノ(9オ)=「PLAAT、1X./Fig.2」、ナ マ ケモ ノ(9ウ)=「PLAAT
IX./Fig.1」 、 コ ウモ リ(10オ)ニ 「PLAAT昭 π,/Fig.2,Fig.4」 、コ ウモ リ
(10ウ)ニ 「PLAATレ π./Fig.1,Fig.3,Fig.5,Fig.6」 、人体 骨格 図(11オ)ニ
「PLAATly./Fig,1～Fig.3」、猿(11ウ)ニ 「P五AATw/Fig.1～Fig.5」、
ナマ ケモ ノ(11ウ)=「PLAAT〃(./Fig.1,Fig.2」、林 人(12オ)ニ 「PLAAT
v./Fig.1,Fig.2」 、 肥満 体 の 人 物 図(12ウ)=「PLAAT∬./EDuARD
BRIGHT.」 。
[以 下 は第2巻 よ り]
ネズ ミ(13オ)=・ 「PLAATx吻./Fig.2,Fig.4」、ネズ ミ(線 描 図)(13ウ)=
「PLAATx四 π4Fig.1,Fig.3」 、ア ライ グマ(14オ)=「PLAATxγ./Fig.1
」、イ タチ(14ウ)=「P玉AATxπ./Fig.1」、(第15丁 表 は墨 付 な し)。 頭
骨(15ウ)=「PLAATI./Fig.1～Fig.8」。
以 上 、本 書 の 図がす べ てハ ウ トイ ンの 『自然誌 』 動物 部 第6巻 、第1巻
お よび第2巻 に綴 じ込 まれ る銅版 図 を透 き写 しに した もの で あ るこ とを確
認 した。お よそ巻 ご とに ま とめ て綴 じられ てい る。紙 面 でハ ウ トイ ンの銅
版 図 と図 の位 置 が異 な るのは 、図の大 き さに よって紙 を動 か して模 写 して
お り、かな らず しも同 じ位置 に転 写 され てい ない こ とに よる。 また、ハ ウ
トイ ンの図 の左 右 が転 写本 では袋 綴 じのた め裏丁 と表 丁 にな って い る。
『林 梛氏 動物 図』 の転 写 図はす べ てハ ウ トイ ンの第1・2・6巻 か ら選 ば
れて い るが 、 これ は丹波 の選択 に よるの だろ うか。 あ るい は、 この3冊 し
か借 用で きな か った こ とに よるか。 また、丹波 修治 が本 図 を どの よ うな意
図で 転写 したの か も不 明で あ る。 因 に、ハ ウ トイ ン 『自然 誌 』第3巻 はシ





多いのがハ ウ トイン 『自然誌』で、全引用度数861回 の うち273回 を占め
るとい う(26)。慾斎の 「平林荘所蔵諸 品目録」(慶 応元年)に は蘭書 として
「リンナユス ニ箱四十巻」が記載 され、本草書には 「林氏繹稿 十四冊/
一冊/別 二 目録小冊子一冊添」 とあるのが、ハ ウ トイ ン 『自然誌』g原 本
と慾斎による訳稿 と考えられている。慾斎のハ ウトイン 『自然誌』入手の
時期 ・経路 とも不明で、現在はこの原本 ・訳稿(下 記の1点 を除き)と もに
行方不明である。
松 田清氏の御教示によれば、 「百合」の部分の訳稿が残 っているとのこ
とだが、筆者は未確認。
⑭ 『西洋林梛斯本草喬木』所在不明。
⑪ 『加茂児亜諦』(カ メリア、椿類のこと)所 在不明。
小柴直矩 「越中の本草研究 郷土出身硝堵」(27)に あげ られている利保の著書
に⑩⑪がある。これ らは蘭書か らの翻訳 と推定でき、とりわけ⑭ 『西洋林
梛斯本草喬木』はハ ウ トイン 『自然誌』の翻訳 と思われるが、所在不明
のため確かめることができない。
⑫以下の記事はごく断片的な記事で確証はないが、蒲鞭会の仲間であっ
た馬場大助の問にたい して前 田利保が手元にあったハ ウ トイン 『自然誌』
を調べて返答 したものだろ う。
馬場大助(資 生圃)著 『船上画譜』(28)第1冊37丁 裏 「旋花」の条に 「天
保年中舶来ス。・富山侯、蘭書 中ノ 『メコアカン』ナ リ ト云。『メコアカン』
旋花 ノー種也(下 略)」。
⑬前 田利保 には後人 によって 『本草綱 目取調草稿』(29)(実 は 『本草綱
目』 とはまった く無関係)と 題 され る1枚 つつばらばらになった植物分類
綱 目表 とも称すべきものがある。未検討 のため断定はできないが、本書も
ハ ウトイ ン植物部か らの訳出である可能性が強い。
⑭宇 田川相応 『植学啓原』の 「林梛氏二十四綱」。
『植学啓原』巻之三の巻末に付 される 「植学啓原図」には、第十八図 「林
梛氏二十四綱」として雄蘂 と雌蘂による二十四綱分類模式図が収め られ て
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いる。本図がハ ウ トイ ンの 『博物誌』を典拠 とする説がある(30)が 、おそ
らく直接ハ ウ トイ ンを典拠 としたのではな く、 リンネ式分類法が広 がった
後に著 された西洋の博物学書のいつれかに基づいたと考 える。
「植学啓原図」の 「二十四綱」図は、た しかにハ ウ トイン 「植物部」第
1巻 「P正AAT∬.」 に酷似す る。第十六綱 ・第二十四綱を除けば、「植学啓
原図」の第一綱～第十五綱、第十七綱～第二十三綱の蘂 の描 き方はハ ウ ト
イ ンと全 く同 じである。ただ、第二十一綱～第二十三綱の3図 には根が描
かれいるが、ハ ウ トイン図には根は描かれ ていない。
矢部一郎氏は 『植学啓原』掲載の 「二十四綱」図は、第二十四綱の図 を
除いて、 リンネの 『自然の体系』初版本 とまったく同 じとされ た(31)。 矢
部氏が示 された 『自然の体系』初版 の 「二十 四網図」写真を見 ると、第十
六綱 も異 なっている。ハ ウ トイ ンが リンネ を踏襲 したか ら当然の ことだ
が、第十六綱 ・第二十四綱をふ くめて リンネ初版 とハウ トイ ンとはほぼ一
致す る。 リンネ初版の第二十一綱～第二十三綱には下部 に根が描かれ て
いるが、ハ ウ トイ ンはこれ を省いているのが違 いである。『植 学啓原』 の




トは宮(熱 田)で 水谷豊文 らの来訪 を受 け、豊文から自筆の動植物の写生
図を見せ られた。この植物図についてシーボル トは次の ように 日記 に記 し
ている(32)。上野益三氏は引用文中の 「リンネのオランダ語版」はハ ウ ト
イン博物誌の植物の部 とする(33)。
それは日本の植物を集 めた絵で、すべて正確 に リンネの名称で同定
し分類 してあった。各々の植物の下に属名があげてあったが、一〇
二の うち私は四つの誤 りを見つけただけであった。同定 された属名
の うちの多 くはケンプファー もツユンベ リーもこの国の植物にあげ
ていなかった し、それ らの うちの二、三のものは、私 もまだ見た こ
とがなかった。私は、彼がこれを作るためにどんな参考文献を使 っ
たか を、 ど うしても知 りたくて質ね たが、彼 はただ研究の時に リン
ネのオランダ語版 を使 った、 と言っていた。
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註(1)「 『平戸藩楽歳堂蔵書 目録』巻第十五別録の所在不明蘭書」(松 田清
『洋学の書誌的研 究』臨川書店、1999年 。331頁)。
(2)『 故前田利保へ贈位 についての請願書草案』写本1綴(富 山県立図書
館[T209.56-12Dに 収め られ る 「蘭学」の条。
(3)宇 田川棺巷 『自叙年譜』、岡村千曳 『紅毛文化史話』277頁(創 元社、
1953年)に よる。原本 は早稲 田大学図書館蔵。
(4)江 馬寿齢 「東海紀行」(『藤渠漫筆』第9編 著3所 収)。 江馬寿美子氏
所蔵。
(5)『 飯沼慾斎』飯沼慾斎生誕200年 記念誌編集委員会編発行、1974年 。
(6)宇 田川玄真 ・同格庵 『遠西医方名物考』(内 閣文庫[195-282])に よる。
(7)松 田清 『前掲書』126頁 。
(8)宇 田川棺庵 『菩多尼詞経』折本1帖 、文政5年 板。伊藤篤太郎によ り
明治12年 模刻本が板行 された。
(9)同 『動学啓原稿』 自筆稿本1冊 、武田科学振興財団杏雨書屋[貴372]。
(10)栗 本 丹洲 『栗本酬 魚 貝譜』写本6冊 。西尾 市教 育委員会岩瀬 文庫蔵
[72-74]。第28丁 裏～第29丁 表に 口魚図がある。
(11)『 砂按子/蠣 蛸図説』写本1冊(全13丁)。 東大総合図書館[AOO-
5648]。 ハ ウ トインの図であることは慶応義塾大学名誉教授磯野直秀
氏の御教示により、筆者 も確認 した。
(12)中 得一訳 ・前 田利保附考 『林梛氏訳 附考』 写本1冊 。武田科学振興
財団杏雨書屋[杏1224J。
(13)拙 稿 「天保期の本草研 究会 『蒲鞭会』」(『 駿台史学』第98号 、1996
年9月)で2種 の 「蒲鞭会業軌則」(A)(B)を 紹介 した。成立はAが
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天保7年7月 、Bは 同年9月25日 で、BはAを 改定 したものと考え ら
れる。改定によって、Aに はなかった 「人類」がBの 「第五ノ日」の
課題 とされている。
(14)安 倍龍 平(誰 は正熊。一名龍、字は士魚。蘭畝、蘭圃また允蔵盧 と号
す)は 文化3年 長崎に遊学 し、志築忠雄(の ち中野柳圃)に 入門 して
オランダ語 を学んだとい う。文政2年10月26日36歳 で直礼城代組 に
召 し出 され、間 もなく同年11A20日 には長崎話方 を命ぜ られる、文
政7年12,月18日 までのおよそ6カ 年間、長崎詰方 として長崎にあっ
て蘭学を学ぶ。天保6年8,月14日 から御納戸役 を勤 め、嘉永元年10
月15日 没す、67歳 。『下問雑載』のほか、ゲル ヒル ロンが著 した露
清ネルチ ンスク交渉記事の翻訳 『二国会盟録』(志 筑忠雄 口訳 ・安部
竜記)が ある。
(15)安 倍龍 平著 『下問雑載』写本2冊 。福岡県立図書館蔵[074-0061]。
(16)『 文鳳 堂雑纂 繍 巻之六十九』写本1冊 。国立公文書館内閣文庫蔵
[217-36]Q
(17)醗 山の 「奇獣考附録」は畑銀難 『奇獣考d(銀 難 自筆本、1冊 。 筑波
大学図書館蔵[テ700-2Dに 収められ る。銀難の序に、 「友人龍山なる
者、一 日余が平亭を訪ふ。懐中より一冊子 を出 していふ。こたびか 』
る奇書 を得 た りしゅゑ。足下に見せ んがためわざ》 持参せ りとて。
机上におきぬ。」 と、本書が龍山の持参 したものに基づ いた ことを.
い う。
(18)『 林妨村醸乳動物篇』写本1冊。鹿児島大学附属図書館戴 天184-1289-1]。
(19)本 図説 は、2000年9月 、高知県立牧野植物園の資料室で室長の小松
み ち氏か ら示 され、一見 してハ ウ トイン 『自然誌』の図に酷似す る
ことに気付き、同資料室に所蔵 されていたハ ウ トイ ン 『自然誌』第
1巻 と同図であることを確認 した。なお、同室蔵(牧 野富太郎 旧蔵書)
のハ ウ トイン 『自然誌』は手彩色本。
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(20)蛮 社の獄に際 して取 り調べの記録には 「御徒頭遠山半左衛門組、景(栄)
ママ
作養 父 と申立候/土(本)岐 道四十六」 とある(『 藤 岡屋 日記』第2巻 、
1988年 、三一書房、99頁)。
(21)『 唐蘭船待渡鳥獣之図』(3帖)は 海外か ら長崎へ齎 された産物(鳥 獣
については絵を付 した)を 幕府へ通報す る役割 を担った高木家に残 さ
れた史料。一部 が磯野直秀編著 『舶来鳥獣図誌』 として出版 され て
いる(1992年 、八坂書房 く博物図譜 ライブラ リー5>)。
(22)大 槻 玄沢 『蘭碗摘芳』3巻3冊 、文化14年 板。国会図書館[特1-2161
による。
(23)森 島中良 『借字帖』(早 稲 田大学図書館蔵[文 庫8-53D。
(24)「 天保九年六月二 日より浅草御 門外大吉屋にて虫干薬品会/内 春水
福井先生鑑定」(一 枚刷 り)。神戸市立博物館蔵[12大 一46]。
(25)『 林郷氏動物図』(目 録は扉 にある 「林梛氏図譜」を採 る)写 本1冊 。
国会 図書館[特7-41]。
(26)遠 藤正治 「『本草図説』執筆期の飯沼慾斎」(『飯沼慾斎』所収)。
(27)小 柴直矩 「越 中の本草研究 郷土出身の弓堵」。『富山県史蹟名勝天然記念物
調査報告』第十号(昭 和5年5月)所 収。
(28)馬 場大助(資 生)著 『船上画譜』。東京国立博物館蔵[和255]。
(29)前 田利保訳 『本草綱 目取調草稿』。富山県立図書館蔵[T499.49-6]。
(30)宮 下三郎氏は本図を 「ホ ッタインの 『博物調 の付図か らきていると思
う」とされた(宮 下 『F口蘭医書の研究 と書誌11997年 井上書店、51頁)。
(31)矢 部一郎 「宇田川相応 と近代植物学 一『植 学啓原』を中心 として一」
(『植学啓原=宇 田川棺苓翻刻 と訳 ・注』1980年 、講談社。279頁)。
(32)シ ーボル ト『参府旅行中の 日記1齋 藤信訳(思 文閣出版、1983年)76頁 。
(33)上 野益三 『年表 日本博物学史』(八 坂書房、1989年)286頁 。
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